
３

法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
控
除
の
対
象
と
な
る
特
定
寄
附
金
の
額
、
控
除
を
受
け
る
金

額
及
び
当
該
金
額
の
計
算
に
関
す
る
明
細
を
記
載
し
た
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
の
様
式
は
、
第
二
十
号
の
五

様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３

法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
八
項
及
び
第
十
一
項
に
規
定
す
る
控
除
の
対
象
と
な
る
特
定
寄
附
金
の
額
、
控

除
を
受
け
る
金
額
及
び
当
該
金
額
の
計
算
に
関
す
る
明
細
を
記
載
し
た
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
の
様
式
は
、

第
二
十
号
の
五
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

４

法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
寄
附
金
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
し
て
総
務

省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
同
条
第
四
項
の
法
人
が
支
出
し
た
寄
附
金
を
受
け
た
認
定
地
方
公
共
団
体
が
当
該
寄

附
金
の
受
領
に
つ
い
て
地
域
再
生
法
施
行
規
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
る
書
類
の
写
し
と
す

る
。

４

法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
八
項
及
び
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
寄
附
金
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書

類
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
同
条
第
七
項
の
法
人
又
は
同
条
第
九
項
の
連
結
親
法
人
若
し
く
は
当

該
連
結
親
法
人
と
の
間
に
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
連
結
子
法
人
が
支
出
し
た
寄
附
金
を
受
け
た
認
定
地
方

公
共
団
体
が
当
該
寄
附
金
の
受
領
に
つ
い
て
地
域
再
生
法
施
行
規
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す

る
書
類
の
写
し
と
す
る
。

（
法
人
の
都
民
税
の
特
定
寄
附
金
税
額
控
除
に
係
る
添
付
書
類
）

（
法
人
の
都
民
税
の
特
定
寄
附
金
税
額
控
除
に
係
る
添
付
書
類
）

第
二
条
の
六
の
二

法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
百
三
十

四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
控
除
の
対
象
と
な
る
特
定
寄

附
金
の
額
、
控
除
を
受
け
る
金
額
及
び
当
該
金
額
の
計
算
に
関
す
る
明
細
を
記
載
し
た
総
務
省
令
で
定
め
る
書

類
の
様
式
は
、
第
七
号
の
三
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
六
の
二

法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
百
三

十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
八
項
及
び
第
十
一
項
に
規
定
す
る
控
除
の
対

象
と
な
る
特
定
寄
附
金
の
額
、
控
除
を
受
け
る
金
額
及
び
当
該
金
額
の
計
算
に
関
す
る
明
細
を
記
載
し
た
総
務

省
令
で
定
め
る
書
類
の
様
式
は
、
第
七
号
の
三
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
百
三
十
四
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
寄
附
金
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書

類
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
百
三

十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
四
項
の
法
人
が
支
出
し
た
寄
附
金
を
受
け
た

認
定
地
方
公
共
団
体
が
当
該
寄
附
金
の
受
領
に
つ
い
て
地
域
再
生
法
施
行
規
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
交
付
す
る
書
類
の
写
し
と
す
る
。

２

法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
百
三
十
四
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
八
項
及
び
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
寄
附
金
に
該
当
す
る

こ
と
を
証
す
る
書
類
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
法
第
七
百
三
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
七
項
の
法
人
又
は
同
条

第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
百
三
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
附
則

第
八
条
の
二
の
二
第
九
項
の
連
結
親
法
人
若
し
く
は
当
該
連
結
親
法
人
と
の
間
に
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ
る

連
結
子
法
人
が
支
出
し
た
寄
附
金
を
受
け
た
認
定
地
方
公
共
団
体
が
当
該
寄
附
金
の
受
領
に
つ
い
て
地
域
再
生

法
施
行
規
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
る
書
類
の
写
し
と
す
る
。

（
法
附
則
第
九
条
第
二
十
項
の
取
引
）

（
法
附
則
第
九
条
第
二
十
一
項
の
取
引
）

第
二
条
の
八

法
附
則
第
九
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
特
定
吸
収
分
割
会
社
と
特
定
吸
収
分
割
承
継
会
社
と
の
間

で
行
う
取
引
の
う
ち
、
電
気
の
安
定
供
給
の
確
保
の
た
め
必
要
な
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、

電
気
事
業
会
計
規
則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
七
号
）
附
則
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
分
割
取
引

で
あ
つ
て
、
か
つ
、
当
該
取
引
に
係
る
収
益
を
同
令
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
分
割
取
引
収
益
に
整
理
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
項
の
承
認
を
受
け
た
取
引
と
す
る
。

第
二
条
の
八

法
附
則
第
九
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
吸
収
分
割
会
社
と
特
定
吸
収
分
割
承
継
会
社
と
の

間
で
行
う
取
引
の
う
ち
、電
気
の
安
定
供
給
の
確
保
の
た
め
必
要
な
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、

電
気
事
業
会
計
規
則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
七
号
）
附
則
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
分
割
取
引

で
あ
つ
て
、
か
つ
、
当
該
取
引
に
係
る
収
益
を
同
令
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
分
割
取
引
収
益
に
整
理
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
項
の
承
認
を
受
け
た
取
引
と
す
る
。

（
法
附
則
第
九
条
第
二
十
一
項
の
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
要
す
る
金
銭
に
相
当
す
る
金
額
等
）

（
法
附
則
第
九
条
第
二
十
二
項
の
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
要
す
る
金
銭
に
相
当
す
る
金
額
等
）

第
二
条
の
九

法
附
則
第
九
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
要
す
る
金
銭
に
相
当
す
る
金
額

と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
賠
償
負
担
金
相
当
金
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業

省
令
第
七
十
七
号
）
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
四
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
賠
償
負
担
金
相
当
金
を
い
う
。）

の
額
と
す
る
。

第
二
条
の
九

法
附
則
第
九
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
要
す
る
金
銭
に
相
当
す
る
金
額

と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
賠
償
負
担
金
相
当
金
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業

省
令
第
七
十
七
号
）
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
四
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
賠
償
負
担
金
相
当
金
を
い
う
。）

の
額
と
す
る
。

２

法
附
則
第
九
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力
発
電
工
作
物
の
廃
止
に
要
す
る
金
銭
に
相
当
す
る
金
額
と

し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
相
当
金
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二

十
一
の
七
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
相
当
金
を
い
う
。）の
額
と
す
る
。

２

法
附
則
第
九
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
原
子
力
発
電
工
作
物
の
廃
止
に
要
す
る
金
銭
に
相
当
す
る
金
額
と

し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
相
当
金
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二

十
一
の
七
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
相
当
金
を
い
う
。）の
額
と
す
る
。

３

法
附
則
第
九
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
発
電
事
業
者
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
原
子
力
発
電
事
業

者
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力
発
電
事
業
者
を
い
う
。）

と
す
る
。

３

法
附
則
第
九
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
発
電
事
業
者
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
原
子
力
発
電
事
業

者
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力
発
電
事
業
者
を
い
う
。）

と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。
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